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大切な魔法の言葉
長崎・柴田　嘉那子
　「おかえり。」
　失敗した日、怒られた日、悩みごとがある日、気持ちが落ちこんだ日には、特に心にしみる、心をやわらかくしてくれる魔法の言葉です。

　私は、祖母の住む長崎県に引っ越すまでは、児童自立支援施設で両親が寮舎運営を担当していたため、入所するお兄ちゃんたちと一緒に暮らしていました。様々な理由で家庭環境に恵まれず、非行に走ったり、虐待を受けたり、人間不信、大人不信をもつお兄ちゃんたちは、家庭裁判所の審判の結果で、地元をはなれて生活し、私の両親がお父さんがわり、お母さんがわりをしていました。

　入所前まで、「おかえり。」と言われたこともなければ、誕生日も祝ってもらったこともなく過ごしてきたお兄ちゃんもいました。

　「なぜ、自分だけが。」と納得いかず、入所してもしばらくはとげとげしい心で、反抗的な生活をし、自分自身と向き合うことから逃げるお兄ちゃんもいました。

　そんなお兄ちゃんたちは、

「入所した始めのころ、僕もそうだった。」

と言ってくれる仲間がそばにいることに気づき、自分一人だけではないと、心の深い闇を一緒に生活していくことで払っていきました。

　また、私の誕生を楽しみに待ってくれていたおにいちゃんたちでした。

「きのうより、まつ毛がのびています。」

「きのうより、握る力が強くなっています。」

「きのうより、爪がしっかりしてきました。」

と、一日一日の成長の変化に、両親よりも細かく、早く気づき、一番喜んでくれていたそうです。私が初めて笑ったり、立ったり、歩いたりしたことは全て、お兄ちゃんたちがあやしてくれ、手をつないで応援してくれたおかげでした。

「母ちゃんは、弟、妹をほったらかしやったから、ぼくがミルクをあげたり、おむつを取りかえた。」

「ぼくも、こうやって育ててほしかった。」

と、母に抱かれる私を、深く、優しく見つめながらつぶやくお兄ちゃん。

「おかえり。」

だから私は、私が歩き出せた時から、一番最初に玄関に行って、寮に帰ってくるお兄ちゃんたちを、この魔法の言葉でむかえていました。

　お兄ちゃんたちは、いつかは社会に出ていきます。あるお兄ちゃんは、なぜ働くのかというテーマの作文にこう書いていました。

　人間ぜったい苦労というものを忘れてはいけない。努力ということも忘れてはいけない。人間は、自分がやってきた苦労や努力などの経験を生かして、一日一日を大事に過ごしていかなければならない。そして、人間は、お金のために働いているように見えるが、実際は、自分をだめにしないために働くのだ。

　退所しても

「かなこちゃん、元気にしていますか。」

と、自分の報告をする前に必ず私の「現在」を気にかけて電話や手紙をくれていたお兄ちゃんたち。引っ越してその回数も減り、お兄ちゃんたちの「現在」がとても心配です。

　退所したお兄ちゃんたちみんなに、

「おかえり。」

と言葉をかけてくれるよき理解者がいるのだろうか。安心・安全な居場所を、現在、もてているのだろうか。

　お兄ちゃんたちの眼や心が輝き、やわらかくなった「おかえり。」

　どんな人の心も、平等に温かくしてくれる「おかえり。」

　どんな時も、忘れず、これからも大切にしたい魔法の言葉「おかえり。」が、たくさんの人に大切に思ってもらえることを願います。
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